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山地性バラ科樹種の細枝に接種した 

クビアカツヤカミキリ孵化幼虫の発育 
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摘 要 

 
外来種であるクビアカツヤカミキリAromia bungiiの，山地性バラ科樹種に対する幼虫の寄主としての適合性

を解明しておくことは，被害拡大リスクの管理のために重要である。バラ科16樹種の細枝（切枝）にクビアカツ

ヤカミキリ孵化幼虫を接種し，41日後の生存と発育状況から寄主適性について評価した。各樹種における幼虫生

存率は68～96％であった。各樹種における生存幼虫の生重は，個体によるばらつきが大きかった。樹種間で比較

すると，オオヤマザクラとバクチノキではほかの樹種に比べて幼虫生重が大きく，ビワがミヤマザクラより小さ

かったものの，その他の樹種の間に有意な差は見られなかった。以上から，クビアカツヤカミキリの孵化幼虫は，

日本の山地性バラ科樹木において穿孔・摂食して生存し続ける可能性があると考えられる。今回，供試したカス

ミザクラを除くサクラ属樹種は，‘染井吉野’と同等に幼虫の発育が良かったことから，クビアカツヤカミリ幼虫

の寄主としての適合性があり，クビアカツヤカミキリの分布が山地へ拡大すれば‘染井吉野’と同様な被害が発

生する可能性がある。 


